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13:00 - 13:05	
開会の挨拶

13:05 - 13:35	水田 剛　文部科学省 科学技術・学術政策局 研究開発基盤課 研究基盤整備係長
基調講演：研究力向上の原動力である研究基盤の充実に向けて

13:35 - 13:45	古谷 浩志　大阪大学 オープンファシリティ推進支援室副室長/科学機器リノベーション・工作支援センター副センター長
趣旨説明と阪奈機器共用ネットワークの紹介

13:45 - 14:05	荒西 睦雄　大阪大学 オープンファシリティ推進支援室/科学機器リノベーション・工作支援センター研究設備リノベーション支援室長
大阪大学における機器共用化と阪奈機器共用ネットワークへの参画による連携・協働に向けた取組について

14:05 - 14:25	有福 和紀　日本電子株式会社 フィールドソリューション事業部 サービス企画推進本部 本部長
JEOLハイエンドNMR機器群の紹介とリモート測定を利用した研究活用実証実験

14:35 - 14:40	宮野 道雄　大阪市立大学 学長補佐
挨拶（大阪市立大学）

14:40 - 15:00	佐藤 和信　大阪市立大学 大学院 理学研究科 教授
大阪市立大学における全学機器共用と阪奈機器共用ネットワークへの取組

15:00 - 15:20	山口 陽司　株式会社東レリサーチセンター 構造化学研究部 主席研究員

		松岡 秀人　大阪市立大学 大学院 理学研究科 特任准教授
東レリサーチセンターのご紹介とリモート測定技術を活用した大阪市立大学先端ESR機器群の利用実験

15:20 - 15:35	内村 英一郎　大阪産業技術研究所 経営企画本部企画部 主査 兼 産学官連携コーディネーター
大阪産業技術研究所の紹介と機器利用を通した企業研究開発支援、本ネットワークに期待する点

15:45 - 15:50	後藤 景子　奈良工業高等専門学校 校長
挨拶（奈良高専）

15:50 - 16:10	山田 裕久　奈良工業高等専門学校 物質化学工学科 准教授
奈良工業高等専門学校における全学機器共用と阪奈機器共用ネットワークへの取組

16:10 - 16:25	三木 靖浩　奈良県産業振興総合センター 生活・産業技術研究部 機械・計測・エネルギーグループ 統括主任研究員
TBA

16:25 - 16:45	齋藤 信雄　長岡技術科学大学 物質材料工学専攻（分析計測センター担当） 准教授
技学イノベーション機器共用ネットワークの紹介 〜両技科大-高専-公設試-企業間での現地および遠隔機器利用〜

16:55 - 17:25　　全体討論

17:25 - 17:35	古谷 浩志　大阪大学 オープンファシリティ推進支援室副室長/科学機器リノベーション・工作支援センター副センター長
まとめと展望

17:35 - 17:40	八木 康史　大阪大学 副学長・研究担当理事
閉会の挨拶

18:00 - 20:00　　懇親会
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